才ート調 11 才ート調理一覧 
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満水 
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己中華まん鮮凍) 


6天ぷ5あたため 


7 ; m ロロパリツと 


8冷驗品パリツと 
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〔今 P.22 


卜》 P.67J 
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酒 
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〔今 P.26I 


〔今 P.2 目 


今 P.2 目 


〔今 P.26 


r 今 P.27 


r -» p .52 


r -» p .27 


■» P -271 


み 具 
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ホ 


13グラタン 


〔今 P.2 目 


林 P.70I 
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14ピ 


ザ 


〔今 P.26 


〔今 P.71 
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ホ 


15 シチュー.カレー 


16焼きそば 


〔今 P.2 目 


林 P .2 目 


け P.64 


け P.6 曰 I 


の 


r 1 


ホ 


〇 


メニユ-分類 


//////IIIH 




参照ページ 

お作手順 r 」ッ 


付属品の使用について 


才ート調埋で® 5付属品 • 参照ぺージ 


M 才—卜調理才—卜調理|覽 


スチームあたため 


のみをの•デ V リ— 
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才ート調埋で巧5付属品 • 参照ぺージ 


メニュー分類 


17半解凍 


18解 


凍 


19茶わん蒸し 


P.261 


卜》 P.26 

C -^ P .26 


卜》 P .28 J 

片 P.28) 

卜 ► p . e 目1 



満水 



才 

I 

卜 

調 

理 

才 

I 

卜 

調 

理 

臣と 

見 


20 プ U ン 


21 ケー丰 


22 シュ 


23フランスパン 


24かんたんパン 


P.261 


P.7 己 1 


P.261 


^ P.29J 

今 P.291 


P.261 


r -» p .72 

f -» P -76 


-►P.78 


〔今 P .80 



満水 


2己鶏の八ーブ焼を 


26スペアリブ 


27鶏のか5あば 


28ェビフライ 


29ヒレカツ 


30オーブン天ぷ!5 


31焼き野菜 


32焼き魚 


卜》 P .26 J 

(今 P .26) 

〔今 P .26] 

〔今 P .26) 

〔今 P .26) 

(今 P .26) 

[今 P .26) 
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満水 


33 コンフイチュール 


〔今 P .26 I 


〔今 P .83 
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管'’墨 




ツ 


操作手順 


付属品の使用について 


参照ページ 


スチ—ム調巧 過熱水蒸気 







































































































































































































































才ート調巧予熱なしメニユーで調理する 


才—卜邸13〜21、24〜33 


* 姐■は A ドアを開けると電源が入ります。 


1清掃 
2脱臭 


ま入れ I 1105^1115^ j nofj^j 


温度/仕上びり 

魯 


メニュー還択 オート調理 




〇 


みを 


0 〇 


食品とメニューにあった付属品を入れ、 
ドアを閉める 





キーを 選択 
する 


メニュー還巧 


を巧し、希望のメニュー番号 
を表示させる 


温度/仕上びり 


を巧し、希望の仕上びりを 


設定する 


※ り 牛乳し Q 0お 酒は 仕上びり設定の 
目盛を記憶します。 



仕上びり設定 II メニュー番号 I 




を押す 


ん 


終了音び鳴った5食品を取り出ず。 

庫内なが消灯し、表示が「0」になり、加熱が終り 
ます。 


M 才—卜調理才—卜調理|覽 
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9牛乳]のコツ 


1回であたため5れる分量は！〜4杯(本)です。 

ImL 二 1 CC 


飲みをのの種類 

1 杯分の分量 

牛 季し 

SOOmL (冷蔵） 

コ ーヒー 

1 曰 OmL 

水 

ISOmL 

お茶 

ISOmL 


•容器の7〜8分目が適量です。 

容器に対して少量い^量下)しか入れない 
と、加熱室から取り出した後で 
わ、突然沸とうして飛び散り、 

やけどすることびありますので 
手動調理で加熱します。 

[•今 P .30、 31 I 



•牛乳は冷蔵室か5出したての 
ものを使いまず。 


•牛乳びんでの加熱 
はでさません。 




>2個！; Lb の場含は、 
テーブルプレート 
の中央に寄せて置 
さます。 






正2根菜 I のコツ 


加熱する分量は 日1葉•果菜 I で100〜50 Og [2 根詞で 100〜1 OOOg でず。 


11葉•果菜 


葉菜 


等，^ ま窠 A 


巧菜 


〇 ♦ 


ほうれん草、ル松菜など 
葉び食べられるわの 


なす、かぼちゃなど果実や 
種テび食べられるちの 


力 IJ フラワー、ブ□ッコ IJ 一など 
花弁やつぼみび食べられるちの 


12根菜 


根菜 

じやびいむ、さつまいちな 
ど地下部にある根茎や根び 
食べられるちの 


A 注意 


(乂災の原因） 

分量が10 Og 未満のときは才ート調理で加熱しなし、。 


レンジ己日日 W で様子を見なびら加熱します。 


〔今 P .30 I 


ラップで包みテーブルプレートの中央に直接にのせて 

丸のままのじやびいもなど複数個を加熱するとさは、中央を開けてラップに包んで加熱します。 
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M 才—卜調理予熱なしメニュ—で醒ずる 


















































































•冷凍室で冷凍された肉や魚を解凍しまず。 G 令凍室から出したばかりのコチコチに凍ったものを使います。） 

•-度に解凍できる分量は、100〜1，00 Og です。 

分量び多すざると"ピッピッピッ"となり、表示窓に 「[ G 3」 び表示され、解凍されません。 

•給水タンクに水を入れないで解凍したり、途中で「給水」表示が点'打した状態で解凍すると、解凍しず 
ざになることがあります。 

•加熱室は冷ましてか5使ってください。 

で OT 、 を=^、 I 過熱水蒸気 I ヴ TO 、 過熱水蒸気 I な=^ 、匿重玄巧國 SH の使用後は加熱室やテーブ 
ルプレートび熱くなっています。発泡スチ□ールのトレーび溶けたり、加熱しすざることびあります。充分冷ま 
してから使ってください。 

♦発泡スチ□ールのトレーは、生ものの解凍外には使用しないでください。 

♦形、厚みが均一でないものはアルミホイルを使って解凍 

形、厚みび均一でないわのは、細いところや薄いところに巻きます。大きなかたまりにはまわり（側面)に巻き 
ます。頭や尾の部分は、先に加熱されやすいのでアルミホイルをピッタリと卷いて解凍 
すると、変色や煮えび防げます。 

アルミホイルが加熱室側面やドアファインダーに触れると火花(スパーク)が出て、テーブル 
プレートやドアファインダーが割れる恐れがあります。 

♦発泡スチ□ール製のトレーにのせたまま解凍 

ラップなどの包装をはずし、テーブルプレートの中央にのせて解凍します。陶磁器や耐熱性の皿などは使 
わないでください。トレーびない場合は、てーブルプレートに才ーブンシートかぺーパータオルを敷いて 
解凍します。 

♦ 解凍後そのまましば5 く置さ自然解凍をしまず。 




♦ 調理済み冷凍食品や 
冷凍野菜 

解凍の目安は2日日 g で4〜 
已分です。 

で加熱 


麵麵 ^ 

西 


yioog \ 

く ホお^ 


次の場台は手動調理で途中様子を見なが!5解凍しまず。 

参分量び100浸未満の場合 

•バラバラになって凍って 
いるをの 

•解凍び足りなかったとさ 
• 一 20む下の冷凍食品 
(オート調理で加熱不足の場合） 

冷凍保存温度は一] 8でを基準にしています。 
I レン S ^ lOOWl で加熱する。 


とけかけている食品 

^ >卜 けかけて^ 
I る犹巧 J 


巧を 


レンジ1100 WI または 


レンジ200 W で加熱 


する。 



さしみを解凍後、そのまま生で食べる場合: じ7半解凍」 肉や魚を解凍後、すぐ調理する場合： [18 解凍 



食品の中/こ\び、少し凍って 
いる状態に仕上びりますの 
で、サクサクと包了で切り 
やすく、食卓に出すとき食 
ベごろになります。 



薄切り肉は、解凍後両手で 
大さくしならせます。 

ひき肉やかたまり肉は仕上 


びり調節 庐や強 I に合わせ 
て解凍します。 


ユ I レンジ |goow 

I する。 


上手な冷凍保存(フリージング)のコツ 
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•材料は新鮮なものを 

1回分ずつ (200 〜 300 g ) に分け、2〜 3 cm の厚さで、極端に薄くならないように平らな形にまとめます。 

•ラップなどでピッタリ密封をしまず。 

•魚の下ごし5えは 

魚はうろこやえら、内臓を取り、塩水で洗って水気を而さ取り、一尾ずつ;令凍します。 

•バランなどの飾りや敷きものは取り除きます。 


さ卜3。。 


7半解满防解凍 I の使い分け 


半解ず]18解凍のコツ 



才—卜調理予熱なしメ II ユーで調理ずる 


才—卜調！！予熱ありメこユ-で調理する 


才-卜邸122、23 


ドアを開けると電源が入ります。 



〇 


ドアを開閉して電源を入れる 



11^を J 甲す 


メニュー還巧 


を巧し、希望のメーユ I 
^番号を表示させる 


温度/化上がり 


® を設定する 

@ 馨) を押す 


を巧し、希望の仕上がり 


メニュー還が オート調理 


爾^©©) 屬 


& 〇 




心 予熱終了音が鳴り予熱が終わった!5 
ドアを開けて食品をのせた角皿を入 


れまず。 


(^) 


を押す 


心' 終了音が鳴った!5食品を取り出ず。 

^ 庫内灯が消'打し、表示が「0」になり、加熱が終り 
ます。 

※使用後、給水タンクを空にします。 



才—卜調理予熱ありメ II ューで調理ずる 













































































手動調巧レンジを使う 


食品を一定のワット数で加熱ずる 


口 00 W I 500 W 1 goow 町00 W の操作ちまを説明しています。 ンジなチーム発驗 の操作方法は (- » P .38 I を参照してください。 


ま動調理 

呂國的風!^^ 

禮目猶 1 1[〇 分 111司 [ Hi I ^ 


メニュー還択 オート調理 


处感 Q 



<組地 ドアを開けると電源が入ります 


@6 


食品を入れた容器や皿をテーブルプ 
レートの中央に置き、ドアを閉める 






ホ 


〇 



を巧し、ワット数を選ぶ 


例: 7 日日 W にセツトした場合 




ヮット觀ぉご日ス。チ W こ諸日 W ィ^認品 

因回因を巧し、時間を設定ずる 

boowl に。。 w 1 (最大設定時間19分已〇秒） 
L 200 WJ 1 OOW (最大設定時間90分） 


く 


を 


リ抓" 


700 W 已〇日 W 20日 W 100 W スチ-ム発酵 


強乂 


弱乂 




例:1分2日秒にセツトした場合 


尊分 





を押す 



0 


A 注意 


レンジ加熱では加熱できません。 
(破裂のおそれ） 


心 終了音が鳴った! 5 食品を取り出ず。 

'人 庫内なが消なし、表示が「0」になり、加熱が終り 


ます。 



生卵 ゆで卵 黄身や目玉焼き 


加熱時間のミ夫めかた 


•同じ分量でも食品の種類(材質)によって調理時間も違います。 


食品10 Og 当たりレンジ700 W の加熱時間の目安 


r 

食品の種類 

生か！ 5( D 調理 

おたため ^ 

野 

菜 

類 

葉•果菜 類^^ 

づ W 

1分〜1分30秒 

5日秒〜1分 


1分30秒〜 

1分日0秒 

曰0秒〜1分 

/ 一 1 

1分30秒〜 

1分日0秒 

曰0秒〜1分 

肉 

類 — — 

AM 

1分日0秒〜 

2分20秒 

1分〜1分20秒 

ごはん類 が 


30〜己〇秒 


食品の種類 生か!5の調理あたため 


めん類 




汁もの 

(みそ汁•ス-プなど) 




飲みもの 
(酒•牛乳など） 


» 


パン-まんじゆう 



ケ—4- 



己0秒〜]分 


曰0秒〜1分 


1分30秒〜 

1分巳0秒 


30 〜己〇 秒 


20〜40秒 


劍レンジ [500 W ] で加熱する場合は、約].2倍の加熱時間にします。（標準温度20でのとき） 


•食品の分量にほぼ比例しまず 

分量び倍になれば時間わ倍、半分になれば時間わ 
半分になります。 

•加熱前の食品温度によつても違いまず 

同じ食品でわ、冷蔵室や冷藻室から出して使ラ場合 
は、加熱時間びかかります。 

標準温度にぴ C のとき）に対して、冷蔵は約]. 3 倍、 
冷凍は約 2.3 倍び目安です。 

また夏と冬で多少加熱時間び違います。 


•使う容器によっても違いまず 

容器の材質や大ささ、形状によってち加熱時間 
は多少違ってさます。 

•少量の食品 （1 OOg 未満)を加熱ずる場合 


r レン巧 5 日日 Wl で加熱時間を 2 日〜 5 日秒に設定し、 
様テを見ながら加熱します。 


下準備をずるはじけや飛び散りをふせをまず< 


►イカやタコは表面に切れ目を 
入れる 


※[レンジ1200心で 


加熱時間をひか 
えめにします。 



•殻付さの栗やぎんなん 

分み 

※切れ目や割れ目を入れておおい 
をして加熱します。 


>ひじさ 


※[レンジ1200 WI で加熱時間を 
ひかえめにします。 

•さいの目野菜(にんじんなど） 

日日 gl ^^ Lb にするか、水をふりかけ、 


ラップをして眨ンジ 1已 00 W ] で加熱します。 



•マツシユルームは半分に切る 


が 


たろみのあるらのなどはおおいをして加熱後にかき混ぜる 



I 魚 J 今 



手動調理レンジを使う 













































































































手動調 il レンジを使う 


加熱透中でワット数を自動的に切り替える(リレー加熱) 


* 姐■は a ドアを開けると電源が入ります。 


ま動調理 


トブンバ 1111. 


1清掃 
2脱臭 


凹幽 

〔約入れ j 日0分 I [1 分 I 



(r 

温度 / tt 上がり 


- 

メニュー還択 

i - - 

- ぶ 


オート調理 

'のみもの\ A スチ-ム f 過熱ス 
グィリー J ^ i 調理^ l 7}(!気 i 


とりけし 



台〇 


食品を入れた容器や皿をテーブルプレ 
-卜の中央に置き、ドアを閉める 


^ nc\ 

ホ 

V 

/ \ 


し止 - 




〇 




を巧し、700 W または500 W ス三^例： 700 WI こセツトした場合 

逆]を選ぶ 

ワット数選択广 


700 W ► 己00 W ► 200 W - 
■スチーム発酵 ◄ 1日 OW ィ 


1 00^ 


00 H を巧し、時間を設定する 

爆大設定時間19分日日秒） 




例:7分にセツトした場合 


n nn 

I 分 uu 秒 


〇 


レンジ I を巧し、200 W または100 W 
( 胃 I を選ぶ 




例:2日 0 VV にセツトした場合 


レンジ 

ん 30" 


因回尚を巧し、時間を設定ずる / 


例:30分にセツトした場合 


(最大設定時間90分) 


猫 


(^) 


を巧す 


ん 


終了音が鳴った5食品を取り出ず。 

庫内なが消灯し、表示が「0」になり、加熱が終ります。 


M 手議理レンジを使ラ 
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(最大設定時間40分） 


(^) 


を押す 


心 終了音が鳴った!5食品を取り出ず。 

'ク 庫内紅げ消なし、表示が「0」になり、加熱が終ります。 

※調理終了後、冷却フアンび回転する場合びあります。 

《4日分 m 上のときは残り時間を追加加熱してください。 



' グリル 

ibXiLl 

^_ 



が - 

温度/化上がり 


- S \ 

メニュー選択 

^ - 

- ぶ 


_ _軍動調！_ _ 

戶-ム I 顧枯叫1(レ発朝 （ i 苗 


1清掃 
2脱臭 


| j)'#Anj [0 分 111分 


10秒 


オート調理 



〇 




食品をのせた焼網と角皿を入れ、 
ドアを閉める 





グリル 


を押す 


u 


回回凹を巧し、時間を設定する ^__r 


例:1已分にセツトした場合 


野リル]の上手な使いかた 


角皿と焼網を使い分けて 

肉や魚は角皿にのせた焼網に並べて 中段 または 下段に 入 
れて焼さます。 

途中で裏返しをしてさ5に焼く 

片面を焼いてから裏返して、さらに焼きます。魚などは 
盛り付けたとさ上になる方を下にして並べて焼さ、途中 
裏返してさらに焼きます。 


食品の焼き色を調節するため、加熱途中で加熱時間を変えることができます。 

■加熱時間を変えるとさは温度/仕上びりをを押すと、 ] 分単位で増減でさます。 

但し、最大加熱時間 (40 分)を設定した場合、加熱時間を追加することはできません。また、残時間表示 
び1分未満となった場合は加熱時間を減少することはでさません。 

《 I -ーストや焼さちち、生魚のさんまやあじなど、丸身の魚は焼けません。 33 


並べかたは 

魚や肉類は焼網に並べます。 



手動調巧グリルを使う 


をばの塩焼きなど表面に焦げ目をつける調理 


* 組は a ドアを開けると電源が入ります。 


|/////|11\\\\\ 



手動調理グリルを使5 


蒙-® 


、空 


_秒 

























































































































手動調巧オーブンを使う 


ま動調理 


呂 

遮因 

喔 國 

||1〇 分 IM 分 1110抄 1 X 

:上びり メニュー還択 オート調理 



L JTI - 


参 

» 


〇をを 

食品をのせた付属品を用意ずる 

※食品に合わせて付属品(角皿、焼網)を使い分けます。 






ォ-プン I を巧し、 予熱「あり」を 

胃 I 選ぶ 

■キーを押すごとに 

予熱あ〇岭予熱なし吟予熱あり 
の順に選択でさます。 


@を巧し、温度を設定する 

1日び C 〜21ぴ C (1 ぴ C 間隔） • 2己〇むまで設定できます。 








を 岡回因を巧し、時間を設定ずるス 


(最大設定時間9□分） 




を}甲す（予熱を開始しまず） 


レ 予熱終了音が鳴り予熱が終った!5ドアを 
^ 開けて食品をのせた角皿を入れまず。 

■予熱び終ってそのままにしておくと、2分間予熱を 
継続した後、設定した時間を加熱します。 


^ (^) 


を巧す 


んゾ 終了音が鳴った!5食品を取り出ず。 

'ク 庫内紅げ消なし、表示が「0」になり、加熱が終ります。 



※調理終了後、冷却ファンび回転する場合び 
あ0ます。 

250での運転時間は約5分です。 

その後は自動的に210でに切り替わります。 


追加加熱などで予熱が不要なとさ 


予熱なしの使いかた P .35 1の方法 
で行います。 




モ熱ありの使いかた 


ドアを開けると電源が入ります。 


/////" 隆\\ 















手動調理才—ブンを使う 




食品の焼き色を調節ずるため、加熱途中で温度と加熱時間を変えることができます。 

■加熱中に团を押すと、セツトした温度び表示されます。温度/仕上びり cq 方を押して温度を変えることびで 
さます。約2秒後に時間表示に戻ります。 

■ 甘~ブン I 加熱中に、加熱時間を変えるとさは、温度/仕上びりを押すと、1分単位で増減でさます。但し、最 
大加熱時間 (90 分)を設定した場合、加熱時間を追加することはでさません。また、残時間表示び1分未満となった場 
合は加熱時間を減らすことはでさません。 


〇もも 

® 食品をのせた付属品を入れドアを閉める X 

※食品に合わせて付属品(角皿、焼網)を使い分けます。 

〇 


を巧し、予熱「なし」を選ぶ 




■キーを押すごとに 
予熱あり吟予熱なし吟予熱あ0 
の順に選択でさます。 


温度/化上び0 

を巧し、温度を設定する 

1〇〇むから2己0むまで設定できます。 


回回问を巧し、時間を設定する 


爆大設定時間9□分） 




を押す 


人 


終了音が鳴った!5食品を取り出ず。 

庫内灯が消'打し、表示が「0」になり、加熱が終ります。 



〇 







例:予熱「なし」 • 角皿をセツトした場合 

r ぶな 。1 


r 


例:2日び C にセツトした場合 




例:3日分にセツトした場合 



トブン 

孤 

V _ 



※調理終了後、；令却フアンび回転する 
場合びあります。 

250での運転時間は約曰分です。その後 
は自動的に210でに切り替わります。 


才ーブン 

I ? GIT 


手動調巧オーブンを使う 


モ熱なしの ffi いかた 


* 組时 a ドアを開けると電源が入ります。 


ま動調理 


b 曲 


1清掃 
2脱臭 


目入れ1 



|〔10 分 I 〔1分 I [10 秒 I 


メニュー還巧 

風 I 




トト調理 く^^ \ 

1あたため 2^ まあたため 


加熱のポイン 


ぶ // lli 祖 


手動調理才 I ブンを隹つ 
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手動調巧 スチームを使う 


スチ-ムとレンジ • グリル • 才-ブンの組み合わせ 


* 姐■は a ドアを開けると電源が入ります。 



メニュー還が オート調理 


泌 


のみちの\ 巧-公 
がリ " A 、 調理 


巨 

©0 






食品と加熱に台わせ、付属品を入れ、 
給水タンクに水を入れる 


スチームとレンジの組み合わせの場合 


〇 



満水 


ス了ーム 


を}甲す 


スチームとグリル、スチームとオーブン 
の組み合わせの場合 


0 希望の加熱方法を選んで押す 



靡 1111 麵 、 

ぶ〇 ii り \\ 


満水 




す発が 


温度/仕上びり 


ブリル 


レンジ I 
(発酵）^ 


く 


■操作の手順の詳細は下のページを参照 
します。 


のの闷问を巧し、加熱に合わせ、 
時間を設定する 


す発 if 



レンジ I 
(発酵 ）I 


■» P .34.35] [- > P .33 J [- > P .30 l 


r スチーム] - 1レンジ} 
L スチーム J • I グ IJ ル」 


[スチーム]. I 才ーブン]. 


最大設定時間19分己0秒 
最大設定時間40分 
最大設定時間9□分 


※調理終了後、冷却フアンび回転する 
場合びあります。 


0 導) を押す 


心 終了音び鳴った5食品を取り出ず。 

'人 庫内なが消なし、表示が「0」になり、加熱が終ります。 


※使用後、給水タンクを空にします。 


手動調理 K チ I ムを隹つ 




手動調巧スチームシヨツトを使う 


グリル • 才ーブン調®中にスチームを入れる 



■グリル、またはオーブン調理中に 



〇 


スチームを 入れたいタイミングで 


スチーム 


を巧ず 




•キーを押すごとに3分峰2分蜂1分岭日秒とセット 
でさます。 

•キーの押しかえはキーを押した後約2秒間受けつけます。 


例：オーブン調理中にスチームシヨツ 
を2分に設定した場合 


/ J — ノノ 乂7ム 

Lbl 


《スチームは調理中に何度でち設定できますが、スチームを入れるとヒーターが停止するので、仕上がりに影響が 
出ることがあります。 

•スチーム動作中は、温度/仕上がりを押して時間を増減することはできません。 

•オーブン予熱中にスチームは使用でさません。 


• I レンジ I や I スチーム II レンジ I ではスチームシヨットは設定でさません。 
•調理終了後、給水タンクを空にします。 


スチーム シヨットの入れかたのコツ 


• I オーブン I スチーム発酵 I の発酵途中に、生地の状態に合わせてスチームを而さかけます。 

• 手動調理国五23でスポンジケーキやシューク U ームを焼いている途中で、効果的にスチームを店^さかけ 
ると而くらみびよくなります。焼さ時間の;4び経過する前に入れるとよいでしょう。 

• 手動調理^7可で焼さ魚を焼さ上げる時は、焼さ時間の;4び経過した時に入れるとよいでしょう。 


M 手動謹 K チ-ムシヨットを使ラ 
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手動調巧発酵を使う 


レンジスチーム巧魔 


* 姐■は a ドアを開けると電源が入ります。 

_ _軍動調31__ _ 

トム I 齒鬥邀感（ 

I © ま入れ j 110 分 I I 1 分 I 110 秒 


1清掃 
2脱臭 


温度/仕上び0 

風 


メニュー還択 


オート調理 

^みちの^ ^スチ-^ / f 過熱\ 
が卜 J I 調理 J I 水蒸気 J 


とりけし 


@〇 



〇 

@ 


食品をテーブルプレートの中央に置き、 
給水タンクに水を入れドアを閉める 






満水 


レンジ1 を5回 J 甲し 

( 胃 I 「スチ—ム発酵」を選ぶ 


应]回 y を巧し、時間を設定する 

(最大設定時間9□分） 


人つ 公 

n 

し If ょ 


スチーム発醒選択 

|^700 VV ► 已〇 OW ► 200’ 
I —スチーム発酵 ◄ 100 


)0 W -| 

W 寺 J 


@ 寒) を押ず 

バー 終了音び鳴った 5 食品を取り出す。 

い 庫内なが消灯し、表示が「0」になり、加熱が終ります。 

※使用後、給水タンクを空にします。 




例:1日分にセツトした場合 

ソ 


強 レンジ スチーム 

m rm 発酵 

II (し•分し•し•轉 



レンジ スチーム 発酵のコツ 


\ つづ< 


♦角皿を使って て/ンジ T スチーム発酵1 はできません。 

火花(スパーク)の原因となります。 

♦メニューによって発酵温度が違います。温度/仕上 
がり調節キーを使い分けます。（ち表参照） 

I レンジ I スチーム秀屬 は温度/仕上びり 0 るで発酵 
温度をコント□ールします。温度/仕上びり ® を 
誤って設定すると上手に仕上びりません。 

♦市販の料理ブックの発酵や、お好みの料理の発酵は 
才~ブン I 序熱な 171 で温度/仕上びり ® を押して 
I オーブン I スチ (45 で〜3已で)に合わせ様 
テを見なびら行つてください。 


/ K 注意 


加熱室の温度び低いとさ、上ヒーターび加熱 
する場合びあります。ドア、キャビネット、 
加熱室その他の周辺に触れないで<ださい。 


技ンスチーム発酵]メニューと記載ページ 


キ- 


接ジ朽-ム第酸] 


仕上がり調節 


图 


巧> や 弱 I 


國 


メニユ ー 


かんたん八°ン 


グラ八ムパン 
カレーパン 


ピザ各種 


ヨーグルト 


カスピ海ヨーグルト 


記載ページ 


今 P .80 


> P .81 


> P .71 


今 P .84 


〔今 P .84 


B 手議発醇を堡つ 
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才ーブンスチーム巧醒 


* 組は a ドアを開けると電源が入ります。 

(発酵)，(あたためノ 


魯 



メニュー還択 


風 I 


オート調巧 


VIA ； « ram M 


もみみ 



® 食品をのせた角皿を入れ、給水タンクス:; 
に水を入れドアを閉める 

〇 



す-フン i を巧し、予熱「なし」を選ぶ 


■キーを押すごとに 

予熱 あり 吟予 熱なし 岭予熱 あり 
の順に選択でさます。 

ものを巧し、発酵温度を設定する 
因回因を巧し、時間を設定ずる 

(最大設定時間9□分） 





満水 



例:4日むにセツトした場合 

才ーブンスチーム 

設定 I f jj^"C 発酵 


■発酵温度は4已 • 4日 • 3已むの3段階に設定 
でさます。 


(^) 


を押す 


心 終了音が鳴った5食品を取り出ず。 

'グ 庫内打が消丹し、表示が「0」になり、加熱が終ります。 



※使用後、給水タンクを空にします。 


►〇づを 


レンジ スチーム 発酵のコツ 


料理集に記載してある山形パン、バター□ール、ピザなど 
の一次発酵を 杉ンジ I スチーム発顧 で行う場合は • ••- 

•こね上げた生地を耐熱性ガラスのボウルに入れてそのま 
まテーブルプレートにのせて発酵します。（角皿や金属製の容 
器は使えません。） 

♦かんたんパン [- » P .80 1 を参照し、ポリ袋を使ってこね 
ることわでさます。この場合は袋のまま、記載の発酵時間の 
少なめの時間を目安にして発酵させます。 

•こ次発酵は角皿を使います。 I レンジ I スチーム冤 1 罰 では 
できません。 I オーフン I スチーム発酵」で行います。 


をンジ^スチーム発酵仕上がり調節困で 


メニュ ー• 記載ぺージ 

分量 

一次発酵時間 


バター□ール 

20個分 



|-> P .77 1 



角あ食パン•イギリスパン 

(今 P .79 1 

各1型分 

20〜30分 


フランスパン 
バタール-エピ 
ブール 

シャンピニオン 

各3本分 
目個 

9個 


(-^ P .78-79 l 







> 



手動調理発酵を使う 



































































































































































お手入れ 


本体 • 付属品のお手入れ 


お手入れは すぐにこまめに がポイントです。 


ーブルプレート 


かたく絞っためれぶきんでふきます。 

•ふきんで取れにくしけごれは 、子一 
つ、 レプレートを取り出し、市販のク U 
ームクレンヴー(研摩剤入り）をつけ 
て、その部分をこすって洗い流します。 

衝撃を力にると割れる恐れがあります。 

•割れたり、ひびび入ったときは、その 
まま使用せず、お買い上げの販売店 
にご相談ください、そのまま使用す 
ると故障の原因になります。 


か側 


やわ5かい巧でふきとりまず。 

•よごれびひどいとさは、台所用中性 
洗剤をつけた布でふさとり、その後 
必ず、かた < 絞っためれぶさんで洗 
剤をよ <度\さとります。 


焼網•ち皿•給水タンク 


台所用中性洗剤をつけたスポンジたわしで巧れを落として 
水洗いし、水気を十分にふき取ります。 

•給水タンクのノ くイプ内は、分解しないでください。 

•給水タンクは食洗機、食器洗い乾燥機には入れないでください。 
給水タンクの変形、破損の原因になります。 


r ~ カバ— 



加熱ま内壁•前面 
ドア内側•カバー 


かたく絞っためれぶきん 
でふごます。 

•よごれびひどいときは、台 
所用中性洗剤をつけた布 
で店、きとり、その後必ず、 
かた < 絞っためれぶさんで 
洗剤をよく而さとります。 

•カバーは強くこすらないで 
ください。破損、割れ、カケ 
の恐れびあります。 


つゆ受け 


割りばしの先などにやわ5 
かい巧を巻いてふきとって 
<ださい。 


r 

A 注意 

N 

(さびる原因） 

角皿、焼網は、金属たわし 
fX \ や鋭利なものでこず 5 ない。 

(傷-変形の原因） 

パネルやドア、加熱室な 

1 どをオーブンクリーナー、 
、三/ シンナー、ベンジン、ス 
プレーのガラスみがさ、 
漂白剤などでふかない。 

★化学ぞラさんの使用は、そのを 意 
書 さに従ってください。 

(乂花(スパーク）が出たり、さびや悪 
臭の原因） 

カロ熱室内壁に食品くずや汁 
をつけたままにしない。巧 
れが取れにくくなります。 

(けが-破損の原因） 

テーブルプレートは金属 
(X 1 たねしや鋭利なものでこ 
、ン ずらなぃ。 

♦加熱室内は塗装コート処理びして 
あります。傷つきやすいので、たわ 
しなど固いむのでこすらないで<だ 
さい。 


iiiif 

(けが-破損の原因） 

テーブルプレートに衝撃を 
lx ) 加ぇなぃ。 

J 

(さび、感電、故障の原因） 

キャビネットやドア、操作 
パネル、加熱室内に水をか 
、ツ けなぃ。 

V 



お手入れ 


〇 


7 j (巧をのしかた 


においが気になるとを 




お手入れ 1 を1回巧し、正童置]をセツ 
卜ずる 




を巧ず 


終了音び鳴った5次の手順で掃除し 


人 て < ださい 


〇 


終了後、加熱室がさめてか！5巧れを 
ふさとつて < ださい。 


終了音が鳴った5 
厂グ 水抜きが終わる 


C 



/1\ま后、 

(やけど-けがの原因） 

の加熱中や終了後、顔などを 
開けない。 

-部 スチームび 出ていること 
h すことびあります。 

の中断や、終了後は加熱室側 
i □にはふれない。 

り近傍は熱くなっており、や 
〕ます。加熱室び熱<な<て 
tj □やネジ部び高温になって 
巧。 

J 

•ぉ手入れ1清掃| 

vX / 近づけて、ドアを1 

加熱終了後も、- 
や、お湯びとび t 

♦1 お手入れ 111 清掃 1 
面の スチーム 噴 tt 

スチーム 噴出 DC 
けどの原因にな t 
ち、スチーム 噴 t 
いることびありミ 

V 


@ 加熱室の清掃終了後には、パイプ 
^ 体体内弧の水抜きを行ってくださ 
し、。操作の手順は、「水抜さのしか 
た」を参照してください。 


スチーム調理終了後には、パイプの水抜きを行つ 
て < ださい。 


ァーブルプレート 
をセツトしてドア 
を閉める 

表示部の「0」表示 
を確認し、給水夕 
ンクを本体か5引 
き抜く 



〇 



巧 


匿手入れ]を1回巧 


し、 お青掃 I をセツ 
卜する 


1清掃 
2脱臭 


押すごとに 

1 ► 2 ► 1とセットで 
さます。 


0 


曜 


を巧ず 




を手入れ] I 2 脱臭]夺一を使いまず 


操作の手順は @ 空焼きをずるを参照してくだ 
さい。 一 P .1 目 I 

魚を焼いた後、すぐ別の料理をするときや、加熱室の 
においが気になるときに使います。 

加熱室の油巧れをとり、においを軽減することができ 
ます。 

脱臭のしくみ 

加熱室に残った油やにおいの成分を、ヒーターの高熱で分 
解し加熱室外に排出します。 

加熱室に残った食品カスは取れませんので、あらかじめふ 
さとって < ださい。 


加熱室の清掃のしかた 


スチームを発生させ、加熱室内の巧れをふきと 
0やす < します。 

テーブルプレートをセツトしてドア 

を閉める 


〇 


表示部の「0」表示を確認し、給水 
タンクをセツトする 

(給水タンクの使いかた I 今 P .17 I ) 


ぉ手入れ 




















































































こんなとをは 料理が上手にできないとき 

調理を上手に仕上げるために グラム•ポジションシステムの0点調節をしてください。 分 P .16 J 


ごはんのあたため 


•プラスチック製の容器に入れて、加熱していませんか。陶器 • 磁器炼わ 
んなど）に入れて加熱してください。 

ごはんかあたたま b ない •ごはんの分量厘量）に合った大きさ、重さの容器炼わんなど)に入れて 

仕上がりにむ!5がみ!5れる 加熱します。 


•2 〜4杯を同時にあたためるとさは、同じ分量、同じ大ささの容器に入れ、 
テーブルプレートの中央に寄せて置さ、加熱します。 


ごはんが熱ずぎる 

•ごはんの分量（重量）に対して、大きすざる容器を使っていませんか。 

参 

1あたため1 仕上びり調節1やや弱1であたためてください。 




3しっとりあたため でごはん 

•給水タンクに満水ラインまで水を入れてから加熱します。 

•容器（茶わんなど）に入れてラップなどのおおいをしないで加熱します。 

をおたためた!5、5ま< おた 
たまらない 

ごはんがぱさつ< 

• 

3しっとりあたため1 を使うか、 |1あたため1 仕上びり調節1やや弱1で加 

熱するときは加熱前に霧を吹いてから加熱すると、しっとり仕上びります。 


♦容器（平皿）にのせて加熱します。容器(平皿)を使わないでラップに 
包んだままの状態で加熱すると、あたたまりません。 

•プラスチック製の容器に入れたまま加熱していませんか。加熱不足でむ 
らのある仕上びりになります。 

♦使う容器(平皿)の大きさは、冷凍ごはんの分量厘量)に合った大きさ、重 
さのむのを使います。 

•ごはんを;令凍するときは、1杯分、1人分（約] 50 g くらし^に分け、厚み 
は2〜 3 cm の四角形に作ります。 

♦2 個じ(上を同時にあたためるとさは、同じ分量、同じ大ささのをので加熱 
します。むらの原因になります。 


冷凍ごはんがあたたま!5ない 
仕上がりにむ!5がみ!5れる 


ん 

な 

と 

を 

は 
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冷凍ごはんが熱ずざる 


♦2 個じ(上を同時にあたためるとさは、中央をあけるようにして並べ、重ね 
ないで < ださい。 


•ごはんの分量厘量）に対して、大きすざる容器を使っていませんか。 
•とけかけていませんか。;令凍室から取り出して、すぐに加熱します。 


半解凍•解凍 


解凍不足でかたい 

•半解凍化〜ノ V 分解凍)状態に仕上げます。加熱後3〜5分の自然解凍 
をすると、きれいに解凍されます。 

•食品(肉やさしみ等)や使用用途(解凍後すぐ調理する場合か、そのまま生 
で食べる場合)によってキーび違います。同じキーを使っても食品によっ 
て「仕上びり調節」び必要なわのびあります。設定を確認してください。 
•テーブルプレートの中央にのせて加熱します。 

食品が煮えた 

♦給水タンクに水を入れてから加熱しましたか。スチームび出ない状態で 
加熱すると加熱しすざになることびあります。 

♦皿などの上にのせて加熱していませんか。スチ□ール製の発泡トレーに 
のせて加熱します。 

•食品の厚みや形び不均一だと、細い部分やうすい部分び煮えやすくなり 
ます。魚などは、尾にアルミホイルを卷きます。 

•冷凍するときは、食品の厚みを 3 cmi ^ ソ下にそろえてください。 

•加熱するときはラップなどの包装ははずしてください。 

•同時に2つじ(上を解凍するときは、同じ種類のわので、同じ大きさのわの 
にしてください。 


料理が上手にでさないとさ（つづさ) 


食品をあたためても熱くな 
らない 


•容器を使わないで、食品だけでそのまま加熱していませんか。食品の分 
量運量）に合った大きさ、重さの容器に入れて加熱します。 

•食品び、金属容器かア j レミホイ j レでおおわれていると加熱されません。 

•プラスチック容器に入れて加熱していませんか。軽すざて加熱時間び短 
<セットされてしまいます。 

•テーブルプレートの中央にのせて、加熱してください。 

•食品の種類や保存状態偶温、冷蔵）によって「仕上びり調節」を使い分 
けます。 〔今 P .21 I 


食品をあたためると熱くな 
りずぎる 


•食品の分量運量）に対して、大きい（重い）容器を使っていませんか。 

食品の分量（重量）に合った重さの容器を使ってください。 

•あたためる食品の量び少なすざませんか。] 日日 上に してく ださい。 
•オートメ ニューで めるかったちのを、オートメ ニューで 追加加熱を してい 
ませんか。 r レンジり日日 wi または I レンジ 「5 日日 wi で様テを見なびら、 
追加加熱を してく ださい。 

♦冷めかけた食品をオート調理であたためていませんか。 
r レンジ|7 日 owl または I レンジ T 5 日日 W I で様テを見なびら加熱して く 
ださい。 


カレーやシチューがあたた 
まらない 


•とろみびあるむのはラップなどでおおいをして「仕上びり調節」を 


r やや強1 か [] ij に設定して加熱します。 [- » p.gii 
•加熱後、かさ混ぜます。 


冷;ま食品があたたま！5ない 


であたためます。 


[■» P.gO J 

•容器を使わないで、食品だけでそのまま加熱していませんか。 

食品の分量違®に合った大きさ、重さの容器に入れて力瞧してください。 

•プラスチック製の容器に入れて、加熱していませんか。軽すぎて加熱時間 
び短くセットされてしまいます。 

•テーブルプレートの中央にのせて、加熱してください。 


牛乳が熱 < なりずぎる 

•牛乳の分量(重量)は少なくないですか。容器の大ささに巧して半分下 
の量のときは1レンジ 700 W であたためてください。 

•; 令めかけた牛乳をあたためていませんか。 

•キーをまちびえていませんか。 ] あたため で加熱すると熱くなりま 
す。 

• 1 9牛乳1 は「仕上びり調節」の目盛を記憶します。セットされている目盛 
を確認してください。 

牛乳がめるい 

•牛乳の分量(重量)に対して、軽い容器を使っていませんか。 

•市販のノ くックのままで加熱していませんか。マグカップやコップにあけ 
て加熱してください。 

•セットされている「仕上びり調節」の目盛を確認してください。 

•テーブルプレートの中央に置いて加熱してください。2〜4杯を一度に 
加熱するときは、分量厘量)を同じくらいにして、テーブルプレートの中 
央に寄せて並べ、加熱します。 


1あたため を続けて2回押し 2解凍あたため 


牛乳のあたため 


のあたため 


お総 


こんなとをは 
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野菜がうまくゆであが！5ない 

•野菜はラップで包んだままの状態で、テーブルプレートの中央にのせて 
加熱します。 

•皿などの上にのせて加熱すると、加熱しすぎになります。 

♦ほうれん草などの葉菜は1 日日〜 已 日日 呂、じゃびいもなどの根菊 ま 1 日日 
〜1 日 OOg まで加熱でさます。分量び多すざたり、少なすざるとうまくで 
さません。 

ほうれん草など葉菜が乾燥 
したり、む!5がある 

♦ほうれん草などの葉菜は、洗ったあとの水気をさらない状態で、ラップで 
包みます。 

•ラップで包むときは、茎と葉を交互にして重ね、しっかり包みます。ラップ 
の包みかたびゆるかったり、広げた状態で包むと、ラまくでさません。 

ブ□ッコリーなどの果菜類 
を包むとさは 

•ブ□ッコリーなどの果菜類はル房に分けて、ラップに重ならないようにす 
きまを作らないようにして並べ、ピッタリと包みます。 

じやがいちやにんじんなどの 
根菜類が加熱しずぎになった 

•皿などの上にのせて加熱していませんか。 

•1 0日 g じ(下のオート調理はできません。 

レンジ|5日 OVV で様テを見なびら加熱してください。 

じやがし化が加熱不足になった 

•加熱後ラップをはずさないですぐに上下を返してしばらくおいて、蒸らし 
ます。 


ん 

な 

と 

を 

は 



スポンジケーキ 


ケー夺のふ <5みが悪い 

♦卵はしっかりと泡立てましたか。 

•J V ンドミキサーや泡立て器の先から落ちる泡で「の」の字び書けるくら 
し、しっかりと泡立ててください。 [- >9.72] 

♦粉を加えた後やノ くターを加えたあとに、混ぜ過ぎていませんか。 

し、く!5泡立てても泡立ちが 
悪い 

♦泡立てるとさのボウルや泡立て器に、水分や油びついていると泡立ちび 
悪くなります。卵は新鮮なわのを使ってください。 

きめがあ!5 く、粉がダマに 
なって残る 

•ル麦粉はよく而るいなびら入れましたか。 

•ル麦粉を加えてから、粉びなじむまでしっかり湿ぜてください。 

ケー夺がうまく焼けない 

•手動調理で焼く場合の温度と時間は、「手動調理をするとさの 
加熱時間」 f->p.51 1を参照して焼いてください。 

•分量に合った大ささの型で焼いてください。 



ふ <5みが悪い 

•分量は正しく計りましたか。 

•シュークリームの作りかた 户》 P.76J を参照し、作りかた@のノ（ター 
と水の加熱のとさ、充分に沸とうさせてください。 

参給水タンクに水を入れてから加熱してください。 

大きさにむ!5がある 

•生地を同じ大ささに絞り出しましたか。量び異なると焼さ上びったとさに 
むらになります。 


クッキー•バター □ ール 
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焼き色にむ!5がある (クッキ-) 

•生地の大ささや厚みはそろえてください。 

ふく!5みが悪い り巧-□-ル） 

•生地の発酵は充分でしたか。発酵途中で生地の表面び乾いているとさは 
スチームショットで水分を補ってください。 

♦成形するとさ生地をいじめていませんか。生地はていねいに扱ってください。 

焼き色にむ5がある (バタ-□-ル） 

•生地の大ささび異なると焼いたとさにむらになります。 

《トースト、焼さわち、丸身の魚は焼けません。 


故 b かなと思った6 


•差込プラグび抜けていませんか。 

•配電盤のヒューズ、またはブレーカーび切れていませんか。 

•表示部に「日」び表示されていますか。表示びない場合ドアを開閉してください。 

「0」表示します。衔機時消費電カオフ機能びはたらしでいます。） 林 P .2 ) 
• ドアはさちんと閉まっていますか。 

• ドアを開け閉めしなおしてむ正常になりませんか。 

♦差込プラグを抜いて差し込みなおし、ドアを開閉しても正常になりませんか。 


•調理の手順、ラップのかけかた、食品の量、付属品、容器の使いかたなどは 
正しいですか。（クッキングガイドで、もう一度確認してください。） 

•才ート調理のとき、 iU 上の内容を確認しても料理び加熱不足や加熱しすぎになる 
場合、グラム • ポジシヨンシステムの日点調節をしてください。 P . 16 J 

•ケーキやクッキーをくり返して調理する場合、角皿をさましてからご 
使用ください。こげすざることびあります。 


♦角皿を誤って使用していませんか。 

レンジのとき乂花(スパ ♦焼網にアルミホイルを敷ぃてぃませんか。 

—々）が出る •加熱室壁などに金11製の言周王里道胃ゃアルミノ卞イルび触^1てぃま1^んか。 

•テーブルプレートなどに食品カスびついていませんか。 

参給水タンクに水び入っていますか。 

•室温び低くありませんか。給水経路び凍結している可能性びあります。 
スチームが出ない •カルシウムの多い水を使い続けるとスチームボイラーにカルキび溜ま 

りスチームび出なくなる場合びあります。お買い上げの販売店に修理 
を依頼してください。 


巧の場合は巧障ではありません 

スチーム使用中音がずる 

給水タンクから水を吸込むとさに空気をかむ音です。 

加熱中 r カチ、カチ • • •」 

と音がずる 

マイコンびレンジやヒーターなどの切り替えをするときのスイッチ音です。 

加熱中「ジージー」と音びずる 

インノ く一夕一の作動音です。 

調理終了後、しば!5くず 
ると「カチ」と音がずる 

調理終了後にドアを閉めてから]日分過ぎたときにはたらく待機電力を才 
フするスイッチの音です。 

終了音の音色が切り替 
わったり、無音になった 

ドアを開閉して表示窓に「0」を表示させてから、温度/仕上びり麵を 
約3秒間押すと"ピッ"と鳴り、終了音の音色び切り替わります。同じ操作 
でブヴー音を無音に切り替えられます。 (- ► P.IS ) 


加熱しない、または 
電源が入!5ない 


料理のでさぐあいが 
悪い 



故障かなと思った5、次の 
ことをお調べください。 


こんなとをは 
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次の場をは故障ではありません(つづさ) 



調理が終了してもフアン 
の風切り音がずる 

オーブン、グリル加熱のと 
き「ポコツ」と音がする 

レンジ加熱のとき「パチ 
ン」と音がずる 

差込プラグを差し込むとき「カチッ」 
と音がしたり、义花(スパ-ク)が出る 

はじめてオーブンを使つ 
たとさ煙がでた 


1 あたためを 押してち 


スタートしない 

セットした温度が途中で 
変わることがある。 

250でに設定できない 
ことがある 

残り時間が途中で変わ 
ることがある 

夺一を巧しても受け付 
けない 

巿販の料理ブックの才-ブンメニュ-や市販 
の生地を使うと上手にできないことがある 

加熱中、表示部やドアが 
くもったり、水滴が落ちる 

オート調理のとさ、料理が加熱 
不足や加熱しすぎになる 

ドアを開けると加熱が 
取り消される 

才ーブン加熱中に庫内底面 
にある カバーが 膨5む 


因 


とりけしキーを押した時や調理終了後、電気部品を冷却するためフアン 
び回転する場合びあります。 

高温のため、加熱室び膨張する音びすることびありますび故障ではあり 
ません。 


ドアと加熱室の接触面に付着していた水滴びはじける音です。 

電源回路に充電するためで故障ではありません。 

加熱室は防鐘のため油を塗っています。はじめてお使いのとさは、空焼 
さをして油をとってください。 如 . 16! 

待機時消費電カオフ機能び働いています。ドアを開閉しなおして表示部 


に「0」 表示させてから[1ぁたため1を押してくださぃ。 P ぶ J 


オーブン（予熱あり）のとさ、2曰び C の運転時間は約5分です。その後 


は自動的に21ぴ C になります。 

予熱にて加熱室び熱い場合、最大設定温度は21ぴ C になります。 

オート調理のとさ、料理を上手に仕上げるため加熱途中で残りの加熱時 
間び変わることびあります。 

待機時消費電カオフ機能び働いています。ドアを開閉しなおして表示窓 
に「0」表示させてからご使用ください。 (^ P .2 j 

この料理集の類似したメニューの温度と時間を参考にして、手動調理で 
様テを見なびら焼いてください。 l-»P.50-5O 

メニューによっては、表示窓やドアの内側びくもることびあります。 
ドアの内側などに露びつき、床に落ちたときは、店ぶんで拭きとってくだ 
さい。 


グラム*ポジションシステムの0点調節をしてください。 Op .16 


オート調理では残りの加熱時間を表示していないとさにドアを開けると、 
加熱び取り消されます。 

高温のためカバーび膨らみますび、庫内び冷えますと元に戻ります。 
しわび入ることびありますび故障ではありません。 


こんなとキしは 
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予熱設定湿度が表示され 電源電圧や室温等の影響で設定温度まで表示される前に予熱び終了する 

る前に予熱が終了した ことびあります。 


庫内：！: 了の明るさが変ね 断続運転のとき庫内なの明るさび変わることびあります。 

るとホがある 故障ではありません。 


表示部に 「 M 」 が表示さ 
れたままで加熱されない 


差込プラグを抜いて、約5秒たってから、差し込みなおしてください。 


予熱途中で加熱室溫度の表 加熱室温度び安定するまで温度表示び変わります。故障ではありません。 

示が10〜20で上下ずる 


表示部に「給水」表示が 
出てスチームメニューの 
食品の仕上がりが悪い 


給水タンクに水び入っていないためです。水を補給してください。 
補給してもオートメニューでは「給水」表示び消えない場合びあります。 


表示部に次の表示が出たとを 


[ 表示例 

巧認するところ 

_ J 

■ 

^ 直しかた 

L _ J 



•グラム-ポジションシステ 
ムの日点調節の方法び間違 
つています。 




♦グラム-ポジションシステム 
の調節中にドアを開けました。 




テーブルプレートびセット 
されていません。 




♦ 口 7半解凍1 [ T 8 解凍 I の食品 
の分量び多すざます。 



♦少量の食品を にンジ l 7 00 W I で 
1日分じ(上加熱しました。 




テーブルプレー トだけをのせてドアを閉めて、 
とりけしキーを押します。数秒後、日点調節 
び完了します。 f ^ P . 16つ 


ドアを閉めて、とりけしキーを押します。 
数秒後、日点調節び完了します。 


テーブルプレートをセツトして日点調節をお 卜 J 

こないます。 林 P .1 6 J fr 

と 

解凍する食品の分量を] 日日〜]，日日日 g にし ホ 

ます。 I 今 P .28 J は 


[ ly ンジ17日日 WI の食品 ] 日日 g 当たり加熱時 
間を目安にします。 【今 P.31 1 



テーブルプレートを取り出して角皿を皿受棚 (上- 
中- 下段) にセツトして加熱します。調理メニ 
ユーの指 Tjd こ従ってください。 (^ P . 161 

給水タンクに水を補給してください。 

F » P . i の 



参 H 表 TJX 


► 差込プラグを抜いて。差し込みなおして< 
ださい。 


正常にならない場合は、差込プラグを巧き、お買い上げの販売店に修理を依頼してください。 
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